
東北農業研究　第14号　（1975）　　　　　　　　　　　57

玄
米
重
二
株
）

標肥区

3C

‥こ　二二＿

紋落区

3L　　　　　　　　　　　　　　　　＿OL

3C　3√′

60　　　70　　　80　　　90　　1∝160　　　70　　　80　　　90

％　　丑熟歩合目標）　　　　　　登熟歩合日穏）

－ササニシキ　　…“Hではちから

第5図　豊熟歩合と玄米重との関係

追肥により減少し．多照により増加している。でわち

からは両要素に対し一定の傾向が認められない。この

ことからササニシキは多肥でも穂揃後の日射豊を増せ

ば向上する品種といえる。また，ササニシキは多肥に

して籾数を増大したとしても，収量を向上し得る可能

性があり，最適籾故を引き上げることも可能と考えら

れる。

以上のことからササニシキは，出穂後の光に対する

反応が潜在的にきわめて大きい品種と推定される。

したがって穂数型品種ササニシキの持つ光に対する

潜在的能力を育種の面で発渾するためには，従来言わ

れてきた葉身角度，葉身長の縮小だけでなく，集幅を

極端に狭くし，群落内の空間の拡大を図ることが一つ

の方向となろう。

積雪寒冷地における稚苗（マット苗）
の簡易露地育苗に関する研究

第1報　積雪寒冷地における露地育苗の可能性について

小林憲雄・三橋　貞男・長島　房吉
（福島県農試会津支場）

1　ま　え　が　き

現在実施されている稚苗の青首法には．次のような

問題点が指適される。

（1）建物施設等に多くの経費がかかる。

（2）育苗期間中の首箱の移動が大変である。

【3）移植適期首質の長期保持が困難である。

いうまでもなく．機械化移植栽培のねらいは生産費

の低減であり，ひいては生産性の向上である。その具

体的な方法としては，育苗操作の簡易化であり上級枕

の共同利用による生産の組織化である。以上のような

見地から，育苗法の簡易化について検討中であるが．

その一試案として．発芽器やハウス等の施設を使用せ

ず．箱の移動も必要としない簡易な露地における育苗

法の実用性について，2・5の試験を実施したので，

その概要を報告する。

2　統　領　方　法

1播種塁に関する試験

日）品種　農林21号

（2）播種量　①150才　②200㌢　③250才／箱

（3）施肥量　N1．5才，P205　2．0訊K20　2．0㌢／箱

（4）播種月日　4月20日

2　床土厚さに関する試験

（1）品毯　キヨニシキ

（2）播種豊　200才／箱

（3）施肥皇　1に同じ

（4）床土厚さ　①2（Ⅵ　②5C間　③4cm

（5）播種月日　5月22日

5　人工培地の施肥条件に関する試験

（1）品　種　キヨニシキ

（2）播種皇　200㌢／箱

（3）培　地　育苗ボード

（4）施肥条件
（グ／箱）

＼ ．
基　 肥 追　 肥 計

備　　 考
Ⅳ P E N P Ⅹ N

l p
K

1 0 0 0 1 ．5 0 ．9 1．2 1．5 0 ．9 1．2

基 肥 単 肥2 0 ．5 0 ．5 0 ．5 1．0 0 ．8 0 ．8 1．5 1．1 1．5

5 0 ．5 0 ．5 0 ．4 1．0 0 ．8 0 ．8 1．5 0 ．9 1．2 基 肥 液 肥

（5）播種月日　5月27日

4　ビニールフィルムの有孔度に関する試験

（11品　種　ササミノリ

（2）施肥量　1に同じ

（3）播種畳　200㌢／箱

（4）穴間隔　①無孔　②4m　③2（Ⅶ　④1m
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（5）播種月日　7月5日

5　青首法の概要

床面を平にならし．充分にかん水してどこ‾ルフイ

ルムを敷く，その上に定形の木枠を置き，後は一般の

椎首播種作業に準ずる。播種後はビニールトンネル・

コモ掛等で保温し，管理方法は畑首代と同様にした。

1から5までの試験に使用したビニールフィルムは，

厚さ0．05mm．穴径5仰，穴間隔1亡潤のものである0

5　試　験　結　果

1播種量に関する試験

第1表　青首期間中の気温（℃）

期　　 間 気　　　 温 備　　　　　　　 考

4 月 20 日 最 高 1 8．2士 5．5 発芽 まで

～ 最 低　 4．1士 5．7 寒 冷沙 ＋ ビニール＋コモ

25 日 平 均 1 1．1士 1．°

4 月 2°日 最 高 1 5．5 士 1・7
日中寒 冷 沙

～ 最 低　 5．6± 4・d 夜 間 のみ ビニー ル

50 日 平 均　 R 4士 5．0

5 月 1 日 最 高 1 5．9士 5．1

～ 最 低　 4．7 土2，8

10 日 平 均r　9j 士 1．5

本年は4月末から5月上旬の異常な低温に会い・発

芽苛立が心配されたが，5日間で発芽ぞろいとなり・

以後は順調な生育を示した（第1表）○　しかし■　ビニ

ール，寒冷抄等の被覆期間が長かったため．苗は一般

に軟弱徒長気味となった。育苗期間20日で・200ダ

区は草丈11．5（Ⅶ，菓数2．4棄となり．施設で育苗した

首と大差がなかった。播種量については，施設青首と

同様に密掛こなるほど充実度は低く．150才では充実

度の高い昔となるが，植付本数の確保の点から考えて・

播種量は280才が適当と考えられる（第2表）0　ま

た，200才の苗をクボタS P S－2を用いて．本田に

移植したがその結果は第5表のとおりである0

首取りは，穴数の多い穴間隔1（期のどこ‾ルフイル

ムを使用したため，ビニールの穴を通して土中の浸入

する板が多く．マットの形成が弱くなりやや困難であ

った。

2　床土厚さに関する試験

床土が薄いものはビニールを通して土中へ浸入する

板が多く，生育は旺盛となるが，充実度は低い○また・

マットの形成は弱くなる傾向がある。以上の点から考

第2表　播踵星と首賀

草

丈

同 C

左 Ⅴ

集

散

棄　 鞘 （ロⅥ）

1 2 5

5．1 0

こ20 日首）

　 タ

1 5 0

CT花

見4

％

1 1．7

枚

2．8 2，7 4．1 ー

2 0 0 1 1．5 1 0．d 2．8 5．2 5．4 －

2 5 0 1 2．6 1 4．4 2．2 4．5 5．8 －

5．1 d

（移 植 時）

1 5 0 1 1．5 R 5 5．6 2．8 4．5 4．7

2 0 0 1 5．6 9 1 5．5 5．0 5．5 5．5

2 5 0 1 5．7 鼠2 2．° 4．5 8．5 －

菓　 身 （m ）
l 悪

童

充

実

度1 2 5 4

5．1 0

（20 日首）

　 ダ

1 5 0 1、1 5．9 4．1 －

ダ

－

2 0 0 1．0 4．4 4．9 － － －

2 5 0 1．0 占．5 2，2 － － －

5．1 8

（移 植時）

1 5 0 1，0 4．0 6、1 5．5 1．2 5 1 0．9

2 0 0 1．d 4．5 ス7 5．1 1．1 0 8．1

2 5 0 1．7 Z 4 8．8 ー
1．0 5 占．7

第5表　本田移植（20呼区）

1 株 本 数 4．2　土　 2．7 本

欠　 株 率
5．8 ％ （機 械的 4．5 ，浮 苫 0 ，埋 没 1・0 ．

損 傷 0．5 ）

本

田
生

月 日 占．9 ス　8

草 丈 2　2．d CT〝 8　5．8 cm

育
茎 数 9 8 本 4 エ 4 本

えると，首質，マットの形成等では床土の厚いものが

よいが．松城適応性の点からは，損傷昔が多くなり▼

5珊が適当と考えられる（第4，5表）。

第4表　育苗期間中の気温（℃）

期　　 間 気　　　 温 備　　　　　　　 考

5 月 22 日

～ 27 日

最 高 2 5．1士2．4

最 低 1 0．9士5．8

平均 1 ス0士 1．7

ビニー ル被覆

5 月28 日

～5 1日

最高 2 5．5士 1．8

最 低 1 2．9士 1．5

平 均 1 8．1士0．5

寒冷 沙被 覆

8 月 1 日

′｝12 日

最 高 2 5．7士2．5

最 低 1 5．9士2．7

平 均 1 8．8士 1．8
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第5表　　床土厚　さ　と　首質　（21日昔）

苛

立

歩

合

草

丈

同

左

C

Ⅴ

薬

数

菓　　　　 鞘 菓　　　　 身
乾

物

重

充

実

度

引

張

抵

抗

苛

立

本

数

床

土

含

水

率

発　 根　 力
全

板

長
1 2 5 1 2 5 4

板

長

枚

数

2　のⅥ

％ ロ乃 ％

5．6

ぐ，刀 （7乃 m の竹 亡，乃 m （7柁 ダ

8．9

分与房 木 々撼 ％ の乃 本 C震

95．0 15．7 1 0．9 2．5 4．2 5．2 1．8 4．7 7 2 5 ．2 0．95 5 5．0 5．5 5 5．8 R 9 10．5 2ス5

S c 乃 94．2 15．4 鼠9 5．1 2，5 4．8 ム5 1．5 4．5 7 2 4．2 0．95 占．9 55．0 5．8 5 2．5 鼠8 10．0 2 5．0

4 （¶ 92．8 12．5 1 2．2 5．2 2．8 4．4 5．5 1．5 4．9 占．8 8．0 1．00 8．0 5エロ 5．8 52．8 8．5 1 1．9 2 2．0

5　人工培地の施肥条件に関する試験

ダンボール製の人工培地を使用して施肥条件を変え

て試験したが．基肥のあるものが．薬数，充実度，発

枚力等でまさり，基肥の単肥配合と液肥については明

瞭な差はなかった（第8，7表）。

機械の適応性については，苗取りは容易であるが，

マット全体が非常に軽く，苗の供給が悪いため，強制

的な苫送り操作が必要であった。

第7表　人工培地の施肥条件と苗賀（21日首）

第6表　育苗期間中の気温（℃）

期　　　 間 気　　　　　　 温 備　　　　　　 考

5 月 28 日

～ 8 月 1 日

最 高 2 5．5 士2 ．0

最 低 1 5．0士 1．5

平 均 1 8．1 士0．5

ビ ニ ー ル 被 覆

d 月 2 日

～ ‘月 17 日

最 高 2 5．7ナ 2．4

最 低 1 4．5士 2，5

平 均 1 鼠 1士 1．5

草 丈

同 左

C V

葉 数

菓　　　　　 鞘 菓　　　　　　　　 身 乾

物

重

】 充

実

度

発　 振　 力

1 2 5 1 2
】 5 1 4

板 長 限 数

追　　 肥　　 区

1コ乃 ％

5．1

く7乃 m 亡，花 ぶⅥ m の C，〃 グ

8 ．8

亡7乃

5．41 5 ．1 1 5 ．7 2 ．7 4 ．5 4 ．8 1．6 5 ．0 7　5 0 ．9 1．1 5 5 ．7

基　 肥　 単　 肥 1 1．d 1 5 ．9 5 ．1 2 ．d 5 ．1 5 ．7 1．5 4 ．8 6 ．8 0 ．8 1．2 0 1 0．5 4 ．7 7　5

基　 肥　 液　 肥 1 1．5 1 5 ．9 5 ．2 2 ．0 5 ．8 5 ．2 1． 5 5 ．7 ム　 2 5 ．2 1．2 0 1 0．8 4 ．8 ム 1

4　ビニールフィルムの有孔度に関する試験　　　　　穴数の少ないものは充実度．発根力等でまさる結果と

床面に敷くビニールフィルムの穴が多いと，穴から　　なった（第8表）。これは穴数の少ないものは，床土

土中へ浸入する板が多く，生育は旺盛となるが，マッ　　の含水率が低く，常にかわきやすい状態にあるため，

トの形成が弱く，首取りも困難となる。また，無孔や　　生育がある程度抑制されるためと考えられる。

第8表　ビニールフィルムの穴間隔と首質

草 丈
同 左

C ．Ⅴ
葉 数

菓　　 鞘 菓　　　 身

r　 長 枚　 数
地 上 部

乾 物 重
充 実 度

マ ッ トの 状 態 発 根　 力

引 張

抵 抗
苗 立 教

床 土

含 水 率
枚　 数 板　 長

1 2 1 2 5

7

日

首

無　 孔

の竹

ス9

％

2 0 ．8 1．6

d Ⅵ

2 ．9

ロ乃

0．2

石竹

1．5

C J乃

4 ．6

の兜 CI汀

5 ．8 ス 5

　 グ

0．4 7 5 ．9

タ／儲 ％ m

穴 間 隔　4 cm
8 ．8 1 6．8 1．8 2 ．8 0 ．4 1．4 5 ．5 4 ．8 7 4 0 ．4 8 5 ．2

〝

2 cm 8 ．4 1 占．9 1．8 2 ．9 2 ．0 1．4 5 ．2 4 ．1 8 ．8 0．5 d 占．7

〟
1 cm 1 0．5 2 ．9 2 ．0 2 ．9 5 ．1 1．4 5 ．8 5 ．7 5 ．9 0 ．5 （～ 5．4

1 2

日

無　 孔 1 0．6 2 ．8 2 ．2 2 ．8 4 ．9 1．5 5，5 1．5 5 ．6 Z S 0．8 6 8 ．1 5 5 ．7 5 ．1 5 2 ．5 ス 2 5 ．d

穴 間 隔　4 C 閏
1 0．9 1 5 ．1 2 ．4 2 ．8 4 ．5 1．4 5 ．7 4 ．5 4 ．8 7 5 0 ．8 0 7 5 5 5．9 5 ．5 5 4．9 8 ．6 5 ．1

首 〟

2 （Ⅶ
1 2 ．2 1 4 ．5 2 ．4 2 ．9 5 ．0 1．5 5 ．9 4 ．9 4 ．9 7 d 0．9 5 7 9 8 1．0 4 ．9 5 4 ．9 6 ．7 5 ．2

〝

1 （¶ 1 2 ．9 1 0 ．8 2 ．8 2 ．9 5 ．4 1．4 5．9 6 ．9 5 ．9 7 2 1．0 0 7 8 4 5 ．9 4 ．4 5 5 ．6 6 ．4 4 ．4
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一方，地下酎こついては．穴数の多いものは・マッ

トの乾物重が低く，ビニールより下に多くの板が浸入

しており．したがってマットの形成も弱くなる0首の

生育には穴数の多いほうがよく，苗取りやマットの形

成については穴数が少ない方がよかった傾向がうかが

える。

以上の結果から考えると，無孔は常に床土がかわき

やすい欠点はあるが，充実度，発根力の高い首が得ら

れ，穴数が多くなると徒長しやすく，また．首取りも

困難となる。したがって使用できるビニールフィルム

は2．0～2．5葉苗は無孔，5．5～4・0菓首は穴のある

ほうが有効であり，穴間隔は2mが適当であると考え

られる。

4　む　　す　　び

当会津地方のような積雪寒冷の地においても∴稚苗

第14号　（1975）

の露地育苗は充分に可能である。今回の結果からは・

播種皇200才，床土厚5ロ汀，下に敷くビニールフィル

ムは無孔．または穴間隔2m程度のものを使用すると，

5～7日程度で発芽ぞろいとなり，20日首で草丈11

～12の，菜数2．5菓程度の首となり，実用化は充分

期待できる。

今後の問題としては了低温時における発芽首立・生

育ステージにあった管理技術．作業の省力簡易化等に

ついて究明していきたい。

参　　考　　文　　献

1）1970年福島県農業試験場会津支場

夏作試験成績概要

2）1970年福島県農業試験場

水稲機械化移植栽培技術確立試験成績害

水稲機械移植に関する研究

第1報　床土代替物質の温度管理について

山崎栄蔵・青　田　活・芳賀　静雄
（山形県農試）

1　ま　え　が　き

稚苗の床土代替物質として実用化されたウレタンは・

床土（土壌）に比して，草丈の伸長が劣り・この原因

については，ウレタンの持つ保水力，保肥力等が土壌

に比して劣るためと報告され．この対策等も数多く検

討されている○

さらに，ウレタンの草丈伸長度の低さは，青首期間

中，特に，出芽期間や育苗初期（緑化期間）の温度管

理等も関与しているものと予想されるので筆者らは・

床土代替物質としてのウレタンについて，適正な使用

法の確立のため．育苗初期の温度調査を実施したとこ

ろ，土壌と異なる温度推移をたどり，このことも・草

丈の伸長を抑える要田の一つと推察されたので報告す

る。

なお，本試験は昭和48年に実施した0

2　試　験　方　法

4月28日に，1箱当り乾籾250才相当量を浸種籾

で播種し，直ちに．52℃に設定した発芽器（三井ペ

，ト）で出芽させた。出芽期間は2日間。

緑化は，電熱線を埋没した（最低10℃に設定）簡

易ビニールハウスで．5日間行ない，その後・どこ‾

ル畑苗代方式で管理した。

ウレタンは，ウレタンシートを使用し，圧搾して十

分吸水させ．間土施肥を行なった。施肥はNPEとも，

箱当り1㌢で．間土畳は500才0

渾水は，出芽後，毎日朝に行ない，箱は木製を使用

した。

温度調査は床土の内部で．調査苓具は，感熱部はサ

ーミスターのⅩ－5－B型（5β）で行ない，記録は自

記温度記録計で調査した。

なお，比較は紐首方式で，床土は水田土壌（黒色土

壌粘土腐植塾・CL）を使用し，ウレクソと同一管理

のほかに緑化期間の温度条件を規制した区（昼温50

℃一夜温15℃および昼夜鼠とも50℃で5日間管理）

をも組み入れて検討した0

5　試験結果ならびに考察

1　温度調査について

第1国は，出芽期間中の温度推移である0この図の

ように，ウレタン．土温とも，ほぼ同一に経過し・出




